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講演会場

ミニプレゼンテーション会場
※同じ会場で講演中継と見どころ紹介のスライドショーを行います。

トイレ エレベーター 通行可能エリア

喫煙エリア多目的トイレ

適応的な周波数利用による電波資源活用
■W1 複数周波数帯域の同時利用による周波数利用効率向上技術
■W2 ５Gに向けた周波数資源発見技術
■W3 ５Ｇの屋内環境における性能評価
■W4 狭空間での周波数稠密利用のための周波数有効利用技術

様々なアプリケーションへの無線の活用
■W5 ライフログによる健康・医療支援

無線通信

株式会社ATR-Promotions
■G1　確かな技術で脳研究を支える
■G2　プライバシーに配慮したセキュリティやマーケティングへの展開
■G3　センサを用いた生体信号計測の応用
■G4　データが拓くAIの世界

ATR Learning Technology株式会社
■G5　Let’s ATR CALL

株式会社ATR-Trek
■G6　音声認識・翻訳によるコミュニケーション支援

関連会社 株式会社エーアイ
日本ベンチャーキャピタル株式会社
一般社団法人日本ＵＡＳ産業振興協議会
東レ建設株式会社
株式会社グリーンファーム
一般社団法人日本砂栽培協会
シナジーマーケティング株式会社

パートナー企業など

受付

入口　
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認知機能を支える脳のネットワーク
■N1　精神疾患診断を超えた作業記憶の予測
■N2　機能的結合ニューロフィードバック学習法の開発
■N3　大規模脳活動データベースの構築
■N4　霊長類・視覚系における顔認識の計算モデル
■N5　習慣形成方法提案システムの開発
■N6　脳と個人特性の関連解明を目指した解析手法の開発

脳情報の解読とＢＭＩ技術
■N7　脳情報デコーディング
■N8　状態観測に基づくアシスト制御のための機械学習技術
■N9　Deep Reinforcement Learning
■N10 ニューロフィードバックによるPTSD治療
■N11 Consciousness in Reinforcement Learning

脳研究を支える解析基盤技術
■N12 脳ダイナミクスイメージングソフトウェアVBMEG2.0
■N13 複数データ統合による脳ダイナミクス推定技術
■N14 脳科学応用に向けた光脳計測技術

脳情報科学N

日常生活支援ロボット
■R1　電波資源を効率的に活用する低速型自律モビリティシステム
■R2　ロボットサービスのためのプラットフォーム技術の事業化
■R3　スマートネットワークロボットによる接客とサイネージサービス
■R4　ロボットサービスのための人混みシミュレータ
■R5　遠隔から操作できる子育て支援ロボット
■R6　意図や欲求に基づく対話ができるアンドロイドの開発

脳活動に基づく生活支援ロボット
■R7　脳とロボットで健康支援

生活支援のための計測技術
■R8　自動運転車の搭乗者（ドライバー）行動分析

ライフ・サポートロボットR

■F1　株式会社テレノイド計画
■F2　ブルーイノベーション株式会社
■F3　ユカイ工学株式会社
■F4　株式会社フィット・サッカーロボ株式会社
■F5　スプリームシステム株式会社
■F6　アイディア株式会社
■F7　株式会社ATR-Incubator
■F7-1 Smart Finder
■F7-2 英語カラオケ技術の事業化
■F7-3 災害時用メッシュ無線通信機の試作
■F7-4 ニューロコンサルティング

ベンチャー企業～けいはんなATRファンド～FW

研究のねらい
■L1　 ERATO 佐藤ライブ予測制御プロジェクト

生命のからくりを解く基礎技術
■L2　 器官形成時における循環器系の役割の全容解明
■L3　 多器官･全遺伝子発現パターン地図の作成と解読
■L4　 乳がんが肝臓の概日リズムを撹乱する

生命科学L

C

G

※DecNef、テレノイド、エルフォイド、ATR CALL、ATR CALL BRIXはATRの登録商標です。

※3Fでの展示はございません。

GG

オープンハウス2017
OPEN ATR, OPEN KEIHANNA

10/26木・27金
日時

会場
13：00－17：00 10：00－17：00

京都府相楽郡精華町光台2-2-2
（けいはんな学研都市）ATR

高床式砂栽培農業施設を活用した「シェアリング農業」の実証事業
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「ATRオープンハウス2017」にご来場いただき誠にありがとうございます。

ATRは、1986年に当時の郵政省、NTT、経済団体連合会、関西経済連合会、大学等による準備

会が、NTT民営化時の政府保有株式を使った出資により、電気通信に係る先端的な基礎研究を行

うために設立した株式会社組織の研究所です。以来、関西文化学術研究都市における中核研究機

関として、産・学・官共同と国際的な人材交流の下で、脳情報科学、生活支援ロボット、無線通信、音

声認識・翻訳技術を中心に世界的な研究を進めてまいりました。発足当時のATRでは、昨今のAIの

象徴となっている深層学習につながるTDNN (Time Delay Neural Network)を音声認識分野の

基礎研究として研究発表していました。30年前の基礎研究はパターン認識技術として実用化レベ

ルに至り、今やこれらをツールにした新たな研究を進める段階にあります。この意味で原点回帰した

思いがあります。

「オープンハウス2017」では、国家目標でもある健康長寿社会実現に向け、医療・ヘルスケア・生

命科学・ライフサポート分野の研究へ向かうATRの最新活動状況を展示やデモンストレーションで

ご紹介するとともに、研究成果の事業展開状況の紹介を充実し、関係する企業様にもご出展いただ

いております。また、講演では、「OPEN ATR, OPEN KEIHANNAの実現を目指して」と題して、特に

けいはんな地区における対外連携による研究開発と事業化に向けた取り組みをATRの視点からご

紹介いたします。

本ATRオープンハウス2017は、けいはんな学研都市に関係する研究機関、大学などが協力して、

最新の研究成果などをご紹介するイベント「けいはんな情報通信フェア2017」の一環として開催し

ています。あわせてご覧いただければ幸いです。

ATRは、引き続き世界に誇り得る最先端の質の高い研究開発を進めると共に、その成果を、これ

まで以上に社会に役立てるよう一層緊密に対外連携を推し進めますとともに研究成果の事業化を

加速してまいる所存です。

今後とも、ご指導、ご支援のほどよろしくお願い申し上げます。

ご挨拶

株式会社国際電気通信基礎技術研究所
代表取締役社長

浅見　徹

ＡＴＲオープンハウス2017では、「OPEN ATR, OPEN KEIHANNA」をテーマに掲げ、研究開発と事業開発
における外部連携の推進を通じてＡＴＲグループとけいはんな学研都市の未来を切り拓く取り組みをみなさま
にご覧いただきます。
第3次のブームを迎えた人工知能の研究を含む、脳情報科学、ライフ・サポートロボット、無線通信、生命科学

における最先端の研究成果とともに、関連事業会社による成果展開、「けいはんなＡＴＲファンド」のベンチャー
支援、けいはんなイノベーションハブの構築、他企業との協働による農の事業開発など、拡がりをみせる事業化
活動について、講演、デモンストレーションおよびパネル展示により、解りやすくご紹介しています。
創立31周年という新たなステージを迎えて、基礎的・先駆的な研究開発とその事業化を一体となって推進

し、外部機関との共創を通じて新たな社会的価値の創造と地方創生への貢献を目指す企業へと発展しつつあ
るＡＴＲグループの挑戦を実感いただけますと幸いです。

～OPEN ATR, OPEN KEIHANNA ～
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外部機関との共創

世界最先端の研究成果の 創出と社会への展開により
科学技術イノベーションと地 方創生への貢献を目指します
世界最先端の研究成果の 創出と社会への展開により

科学技術イノベーションと地 方創生への貢献を目指します

事業開発から研究への
フィードバック

研究成果の事業化

グループ

関連会社関連会社

事業サポート事業サポート
ライセンス
パートナー企業

など

ライセンス
パートナー企業

など

ベンチャー企業
～けいはんなATRファンド～
ベンチャー企業
～けいはんなATRファンド～脳情報科学脳情報科学 ライフ・サポート

ロボット
ライフ・サポート
ロボット

無線通信無線通信 生命科学生命科学



講演会・ミニプレゼンテーション
スケジュール
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10
木

13：15～13：25 見どころ紹介
13：25～13：30 けいはんなＡＴＲファンド
13：30～13：35 けいはんなリサーチコンプレックス
13：35～13：40 東レ建設㈱・ＡＴＲアグリプロジェクト

13：00～13：30 OPEN ATR, OPEN KEIHANNAの
 実現に向けた地域コイノベーション活動
 経営統括部・事業開発室 代表取締役専務　鈴木 博之

13：30～14：00 ATRの人工知能拠点と脳科学
 脳情報通信総合研究所 所長・ATRフェロー　川人 光男

14：00～14：30 超スマート社会に向けた5G関連の研究開発
 適応コミュニケーション研究所 所長　杉山 敬三

14：30～15：00 生体系の全容をとらえる：
 基礎研究から事業化まで
 佐藤匠徳特別研究所 所長　佐藤 匠徳

26

会　場

ミニプレゼンテーション

社長講演

15：15～15：45 ＡＴＲの研究開発活動と事業展開
～原点回帰～
代表取締役社長　浅見 徹

トピックトーク

15：50～16：05

16：05～16：20

10
金 27 ミニプレゼンテーション

時間 内容

時間 内容

テーマ講演

トピックトーク

15：05～15：20
電波の空きを複数見つけて効率良く使う
無線LANの研究開発
～免許不要帯域での複数周波数帯同時伝送の実現に向けて～
波動工学研究所 無線方式研究室 主任研究員　矢野 一人

15：20～15：35 高床式砂栽培で創る新たな“コミュニティ”
事業開発室 担当課長　辰巳 真起子

深層ニューラルネットワークを
利用した脳情報デコーディング
脳情報研究所 神経情報学研究室
主任研究員　堀川 友慈

人と自然に対話する
自律型アンドロイドの研究開発
石黒浩特別研究所 ジェミノイド研究グループ
研究員　港 隆史

『OPEN ATR, OPEN KEIHANNA の実現を目指して』

講演会場

ミニプレゼンテーション会場

※ミニプレゼンテーション会場にて、講演中継・見どころ紹介のスライドショーを行います。

10：15～10：25 見どころ紹介
10：25～10：30 けいはんなＡＴＲファンド
10：30～10：35 けいはんなリサーチコンプレックス
10：35～10：40 スプリームシステム㈱
10：40～10：45 Smart Finder
10：45～11：00 ブルーイノベーション㈱

※講演会・ミニプレゼンテーションのスケジュール等は変更となる場合があります。予めご了承ください。
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ATRの人工知能拠点と脳科学

脳情報通信総合研究所
所長・ATRフェロー

川人 光男
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OPEN ATR, OPEN KEIHANNAの
実現に向けた地域コイノベーション活動

経営統括部・事業開発室
代表取締役専務

鈴木 博之

図1.けいはんなRC活動の様子
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青字：経産省 NEDO 次世代人工知能・ロボット中核技術開発
赤字：理化学研究所　革新知能統合研究センター（AIP）
緑字：文部科学省AMED 脳科学研究戦略推進プログラム、科学技術振興機構　CREST　「知的情報処理領域」（萩田総括）プロジェクト、

総務省 情報通信研究機構 NICT 、科学研究補助金　新学術領域
JST科学技術振興機構　世界に誇る地域発研究開発・実証拠点（リサーチコンプレックス）推進プログラム「ｉ－Ｂｒａｉｎ×ＩＣＴ「超快適」ス
マート社会の創出グローバルリサーチコンプレックス」と連携 

　現在の人工知能ブーム、特に深層学習の源流には脳
科学があります。脳科学は未来の人工知能を産み出し
ます。一方、人工知能技術はすでに脳科学、精神医学に
貢献しています。意識の因果的な理解、精神疾患の治
療はATRにとって、今後の大きな課題です。精神医学・
脳科学・人工知能を融合して、精神疾患を再定義する
目標は、施設間差異があり、ビッグデータ獲得など難し
いですが、日本に強みが有り、精密医療・個別化医療の
必須条件です。
　さて、ATR人工知能拠点では、経産省 NEDO 次世代
人工知能・ロボット中核技術開発「計算神経科学に基づ
く脳データ駆動型人工知能の開発」、理化学研究所 革
新知能統合研究センター（AIP）、文部科学省・AMED 日

本医療研究開発機構 脳科学研究戦略推進プログラム
「DecNefを応用した精神疾患の診断・治療、システム
の開発と臨床応用拠点の構築」、「BMIリハビリテー
ションのための上肢・下肢外骨格ロボットの開発と制
御」、総務省 情報通信研究機構 NICT「脳活動推定技
術高度化のための測定結果推定システムに向けたモデ
リング手法の研究開発」、科学研究補助金 新学術領
域「人工知能と脳科学の対照と融合」（銅谷代表）な
ど、多省庁の複数のプロジェクトが同時進行していま
す。これらのプロジェクトが有機的に相互作用してけい
はんなの人工知能研究開発の一大拠点となることを目
指しています。

ＡＴＲは、基礎的・先駆的な研究開発とその成果に基
づく事業開発を一体となって推進し、外部機関との共
創による新たな社会的価値の創造と地方創生への貢
献を目指す企業へと発展しつつあります。事業開発活
動は、従来からの関連事業会社による成果展開や「け
いはんなＡＴＲファンド」によるベンチャー支援に加え、
けいはんなに立地する様々な機関を中心とするオープ
ンイノベーションによる「けいはんなイノベーションエコ
システム」の構築や農の事業開発などへと拡がりをみせ
ています。
本講演では、けいはんなとのコイノベーションに

フォーカスし、JSTのリサーチコンプレックス(RC)事業
や総務省のIoTサービス創出支援事業における活動内
容を中心に紹介します。
けいはんなの企業、研究機関、大学などを中心に全
32機関が参画する「けいはんなRC事業」では、ＡＴＲ
はイノベーションエコシステムの構築・発展、グローバ
ル展開、事業化の推進およびRCの自立化をミッション
とする事業化支援・イノベーションハブ推進チームの中
核として国内外連携、プロジェクト創出、ピッチ会などの
活動を行っています（図１）。特にグローバル展開には
注力しており、高いイノベーション力、高い成長性、高い

けいはんなRCとの親和性という３つの視点から連携先
を選択し、これまでにニューヨーク、シリコンバレー、イ
スラエル、バルセロナなどとの連携や協力関係を構築し
てきました。さらに、けいはんなの特長である様々な分
野にまたがる大企業の研究所や地域住民コミュニティ
とスタートアップとの連携をはかることで、グローバル
なイノベーションエコシステムの構築を進めていきます。
けいはんなの住民コミュニティが重要な役割を果た
す活動には、「シェアリング農業」の実証事業がありま
す。これは、作業が容易であるという高床式砂栽培農業
施設の特長を活用し、初心者、高齢者や女性など多く
の方々が参加し易い農業であり、栽培環境や作業状態
等の各種データを収集するIoT技術を組合せることで、
個々人のライフスタイルや体力と必要な農作業をマッ
チングして短時間からでも農作業に携わることが可能
となります。この事業により、地域雇用創出と地域活性
化につながる“新しい農業のカタチ”の実現を目指して
います。
ＡＴＲは、けいはんなとのオープンイノベーションに参
画し、ＡＴＲとけいはんなの未来を切り拓く取り組みを
積極的に推進していきます。

図1.人工知能拠点レイアウト



2020年前後の実用化に向けて、超高速、超低遅延、
多数同時接続といった特徴を持つ第5世代移動通信シ
ステム(5G)に関する研究開発や実証が盛んに進められ
ています。5Gは、携帯電話端末やスマートフォンにおけ
る音声通話と高速データ伝送サービスといった従来の
利用形態だけでなく、産業機器や自動車、IoTといった
様々な用途に活用されることにより、新しい分野の市場
を創出することが期待されています。ATRでも5Gの研
究開発や実証試験に取り組んでおり、本講演では5G関
連を中心とした無線通信技術の研究開発概要をご紹
介します。
5Gにより急増する通信量を扱うには、限られた周波
数資源を有効利用することが必要となります。そのた
め、多数のセンサにより周波数の利用状況を収集し周
波数共用条件を動的に決定する技術、重要度や所要

品質が異なるトラフィックをユーザ体験品質（QoE）に
基づいて制御する技術、複数周波数帯の無線LANチャ
ネルを同時利用することにより無線リソースを無駄なく
活用する技術の研究開発に取り組んでいます。
次に、ユースケースを想定した研究開発として、工場

のような狭空間において周波数を稠密に利用する技術
に加え、総務省が主導する5G総合実証試験の一環と
して取り組んでいる実証試験内容についてもご紹介し
ます。また、様々なアプリケーションへの無線の活用例
として、うつ病治療へのライフログ活用技術にも取り組
んでいます。
来るべき超スマート社会において5G&Beyondが各
種サービスのイネーブラの役割を果たすべく、今後も研
究開発を推進していきます。
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演生体系の全容をとらえる

：基礎研究から事業化まで

佐藤匠徳特別研究所
所長

佐藤 匠徳

超スマート社会に向けた
5G関連の研究開発

適応コミュニケーション研究所
所長

杉山 敬三
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生命科学は、21世紀に突入と同時にヒトゲノム解読
が完了し、「部分」の時代から「全体」の時代に入りまし
た。米国では、ヒトの脳内神経ネットワーク全てをマッ
ピングするというHuman Brain Projectが2013年に
開始しました。また、人の体にある3.72x1013個の全細胞
の地図を作るというHuman Cell Atlasプロジェクトが
2016年10月にキックオフされ、米国・英国政府および
フェイスブック創始者のマーク・ズッカーバグの奥さん
のチャン・ズッカーバグの財団からの巨額の研究費をも
とに国際研究チームによる研究が米国・欧州で始まっ
ています。
佐藤匠徳特別研究所では、JSTからERATOプロ

ジェクトの大型研究費を受け、これらの海外巨大研究
プロジェクトとは別の角度から、我々の体「全体」を理解
するプロジェクトを2013年10月にキックオフいたしま
した。我々の体の中には数多くの器官があり、それぞれ

の器官は特異な生理機能を有しています。一方、それら
は「多器官連関ネットワーク」という、器官同士のネット
ワークを介して協調的にはたらくことで人の体の恒常
性を保っています。そこで、ERATO佐藤プロジェクトで
は、この「多器官連関ネットワーク」の全容を明らかに
し、このネットワークの作動原理を理解する基礎研究に
取り組んでいます。また、これらの基礎研究の成果を土
台に、「多器官連関ネットワーク」に人為的に介入する
ことにより、①疾患および疾患リスクを早期に予測し、
②早期に予防・先制的に治療する、ことを可能にする技
術開発も行なっております。
本講演では、これらの研究開発の成果と現状を紹介

するとともに、これらの成果を事業化するために起業し
たKarydo TherapeutiX株式会社の研究開発事業に
ついても紹介いたします。

図１．周波数動的共用技術

図２．QoEに基づくトラフィック制御技術
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深層ニューラルネットワークを利用した
脳情報デコーディング

当研究グループでは、ヒトの脳活動パターンを機械
学習によるパターン認識で解析することで心の状態を
解読する「脳情報デコーディング」技術を世界に先駆け
て開発してきました。脳活動からその時に見ている物体
を解読する従来の方法では、あらかじめ脳活動を計測
して機械学習モデルをトレーニングした少数の物体カ
テゴリーしか解読の対象にできませんでした。この問題
に対して、当研究グループは、画像を見ている時のヒト
の脳活動パターンと、同じ画像を入力としたときの深層
ニューラルネットワーク（deep neural network 
model, DNN）等の人工知能モデルの信号パターンと
の間の相同性を利用し、ヒトの脳活動パターンをDNN
の信号に変換して脳からビッグ・データの利用を可能と
することで、任意の物体に関して、見ている物体や想像

脳情報研究所 神経情報学研究室
主任研究員

堀川 友慈

している物体を脳から解読する技術の開発に成功しま
した。本講演では、脳情報デコーディングに関する過去
の研究成果を概観するとともに、DNNとデコーディン
グ技術を組み合わせた最新の研究成果について紹介し
ます。
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電波の空きを複数見つけて効率良く使う
無線LANの研究開発
～免許不要帯域での複数周波数帯同時伝送の実現に向けて～

スマートフォンの普及や、Machine-to-Machine
（M2M）／Internet-of-Thing（IoT）といった人間を介さ
ないモノとモノの通信の展開・拡大によって、無線LANな
どの無線通信システムに利用される920MHz帯、2.4 
GHz帯、5GHz帯などの免許不要帯域（アンライセンスバ
ンド）では、通信トラヒック量が増加し続けています。この
ため、今後増え続けるトラヒックをきちんと収容するため
には、限られた量の無線リソースをできるだけ効率的に利
用できる無線通信技術が必要となります。
トラヒックの増加に伴い、通信に利用できる各周波数
帯の未使用の無線リソースはそれぞれ少なくなりますが、
免許不要帯域を利用する従来の無線通信システムは通
信に利用する周波数帯を予めひとつ定めているため、そこ
が混雑すると十分な送信機会が得られないという問題が

波動工学研究所 無線方式研究室
主任研究員

矢野 一人

あります。このため、我々は複数の周波数帯にある未使用
の無線リソースを瞬時的に探し出し、これらを束ねて使用
することで効率的な無線通信を行う複数周波数帯同時
伝送技術の研究開発を行っています。本講演では、本技
術の研究開発について、その概要を紹介します。

人と自然に対話する自律型アンドロイドの
研究開発

発表者の研究グループでは、実社会において人間と親
和的に関わり、人間と共生するための自律型ロボットの
実現をめざし、研究用のプラットフォームとして、身振り、
表情、視線など多様な情報手段を用いて対話できるアン
ドロイド「ERICA」を開発してきました。これまでの音声
対話サービスでは、スマートフォンの音声検索サービス
や交通情報提供サービスなど、音声での情報伝達に主
眼が置かれており、自然な言葉のやりとりで情報検索・情
報提供することを目指してきました。そこにメディア自身
の意図などの主体性はなく、情報検索以上の対話をする
相手にはなり得ませんでした。本研究でERICAを用いて
実現したいメディアは、雑談や意見のやりとりなどの対話

石黒浩特別研究所 ジェミノイド研究グループ
研究員

港 隆史

ができるメディア、言わばERICAという個性を持ったエー
ジェントと対話している感覚が得られる対話メディアで

す。これまでに、アンドロ
イドとの対話感をもた
らすための、アンドロイ
ドの対話戦略や発話生
成アーキテクチャにつ
いて研究を進めていま
すが、本講演ではその
中のいくつかの研究を
紹介します。

高床式砂栽培で創る新たな“コミュニティ”
「高床式砂栽培」は、腰の高さに設置した台に敷き詰め
た砂を培地とし、太陽光と液体肥料で野菜を栽培する農
法です。砂の軽い質感と腰をかがめない作業姿勢により
体への負担が小さいため、高齢者や女性でも容易に作業
ができる特長をもっています。
私たちは、(株)グリーンファームや東レ建設(株)、(一社)

日本砂栽培協会との協働で家庭への普及や作業がもた
らすストレス軽減効果の検証など、この農法の事業開発
や価値向上に取り組んできました。今年は我 “々砂栽培事
業コミュニティ”がさらに大学など５機関と連携して「シェ
アリング農業」の実証事業を実施しています（総務省IoT 
サービス創出支援事業の委託事業）。栽培の特長と栽培
環境や作業状態を見える化するIoT技術を組み合わせる

事業開発室 
担当課長　

辰巳 真起子

ことで、個々人のライフスタイルや体力と必要な農作業を
マッチングして短時間からでも農作業に携わることを可
能にし、地域雇用創出と地域活性化につながる新しい農
業モデルの構築を目指すものです。地域の高齢者や子育
て中の女性、会社勤めといった多様な約50人が参加され
ていて、空き時間に楽しみながら作業し、“住民コミュニ
ティ”が生まれようとしています。
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　計算論的神経科学などの手法を用いて、脳の機能
を理解し、それによって得られた知見に基づいて、人に
やさしいICT技術、未来のコミュニケーション、医療、高
齢者自立支援の基盤技術としての「ブレイン・マシン・
インタフェース（BMI）」を開発しています。複雑な操作
や訓練を必要としない、考えるだけでロボット、家電な
どを操作できるBMI技術の開発に成功しています。ま
た、最新の研究成果として、寝ている時の夢を解読す
る「デコーディング手法」、また脳の状態を望ましい方
向に導くことを可能とする「デコーディッド・ニューロ
フィードバック法」を開発しました。これらの最新研究
を紹介します。

脳情報科学、ライフ・サポートロボット、無線通信、生命科学等に関する研究開発を

国内外の大学・研究機関・他企業等と連携して推進し、様々な社会的課題の解決や

豊かな未来社会につながる先駆的・独創的な研究成果を創出しています。

脳情報科学

おすすめ

おすすめ DEMO今年のおすすめ展示です デモンストレーションを実施いたします
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認知機能を支える脳のネットワーク
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脳情報の解読とＢＭＩ技術
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N14

脳研究を支える解析基盤技術

精神疾患診断を超えた作業記憶の予測
Predicting Working Memory Ability
～診断横断的アプローチ～

機能的結合ニューロフィードバック学習法の開発 
Development of Functional Connectivity Neurofeedback Training
～脳の配線を望ましい方向に変更し認知機能を変化させる～

大規模脳活動データベースの構築
Large-Scale Brain Database
～公開データベースとその活用～

霊長類・視覚系における顔認識の計算モデル
Computational Model of Face Recognition 
in the Primate Visual System
～人工知能アプローチによる脳研究～

習慣形成方法提案システムの開発
Development of a Habit Forming System
～高齢者の認知機能の維持を目指して～

脳と個人特性の関連解明を目指した解析手法の開発
Development of Neuroimaging Analysis Methods
～情動機能の全脳fMRI解析～

　
脳情報デコーディング
Decoding Neural Signals
～脳を介した情報通信の実現を目指して～

状態観測に基づくアシスト制御のための機械学習技術 
Machine Learning for Assistive Robot Control Based on State Observation
～ロボットシステムを用いたヒトの運動学習にむけて～

Deep Reinforcement Learning
深層強化学習
～Learning to Play Video Games Using 
Deep Neural Networks～

ニューロフィードバックによるPTSD治療
Neurofeedback Therapy for PTSD
～トラウマ記憶の処理～

Consciousness in Reinforcement Learning
～Probing the Functions of Consciousness～

　
脳ダイナミクスイメージングソフトウェア
VBMEG2.0
Open Source Software: VBMEG
～1/1000秒で変化する脳活動の可視化～

複数データ統合による脳ダイナミクス推定技術
Brain Dynamics Estimation via Multi-Modal Integration
～離れた脳領野間の信号伝達の可視化～

脳科学応用に向けた光脳計測技術
 Hierarchical Bayesian Diffuse Optical Tomography
～簡便で高解像度な脳活動の可視化～

受付

入口　
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N14 N13 N12 N7 N2 N1

N4 N3N9 N8

N6 N5N11 N10

1F

N：脳情報科学　R：ライフ・サポートロボット　W：無線通信　L：生命科学

研究へのフィードバック 研究成果の事業化

N脳情報科学N脳情報科学 Rライフ・サポート
ロボット

Rライフ・サポート
ロボット

W無線通信W無線通信 L生命科学L生命科学

おすすめ

おすすめ

おすすめ

おすすめ
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精神疾患診断を超えた作業記憶の予測
～診断横断的アプローチ～

N1
基礎研究 応用研究

機能的結合ニューロフィードバック学習法の開発 
～脳の配線を望ましい方向に変更し認知機能を変化させる～

N2
基礎研究 応用研究

大規模脳活動データベースの構築
～公開データベースとその活用～

N3
基礎研究 応用研究

霊長類・視覚系における顔認識の計算モデル
～人工知能アプローチによる脳研究～

N4
基礎研究 応用研究おすすめ
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習慣形成方法提案システムの開発
～高齢者の認知機能の維持を目指して～

N5
基礎研究 応用研究

脳と個人特性の関連解明を目指した解析手法の開発
～情動機能の全脳fMRI解析～

N6
基礎研究 応用研究

脳情報デコーディング
～脳を介した情報通信の実現を目指して～

N7
基礎研究 応用研究おすすめ

状態観測に基づくアシスト制御のための機械学習技術 
～ロボットシステムを用いたヒトの運動学習にむけて～

N8
基礎研究 応用研究
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Deep Reinforcement Learning
～Learning to Play Video Games Using Deep Neural Networks～

N9
基礎研究 応用研究おすすめ

ニューロフィードバックによるPTSD治療
～トラウマ記憶の処理～

N10
基礎研究 応用研究

Consciousness in Reinforcement Learning
～Probing the Functions of Consciousness～

N11
基礎研究 応用研究

脳ダイナミクスイメージングソフトウェアVBMEG2.0
～1/1000秒で変化する脳活動の可視化～

N12
基礎研究 応用研究おすすめ
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おすすめ

R2
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R4

R5

R6

DEMO

R7

R8

日常生活支援ロボット

脳活動に基づく生活支援ロボット

生活支援のための計測技術

脳
情
報
科
学

ラ
イ
フ・サ
ポ
ー
ト
ロ
ボ
ッ
ト

生
命
科
学

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業・け
い
は
ん
な
A
T
R
フ
ァ
ン
ド

関
連
会
社

無
線
通
信

パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
な
ど

20 21

R1

R3

R4

R5

R2

R6R7

　ライフ・サポートロボット分野では、人々の日常生活
における様々な活動をロボット技術でサポートするた
めの研究開発を行っています。部屋に取り付けたセン
サやロボットのセンサ、装着型のセンサなどを用いて、
人々の行動を予測したり人が何に注意を向けているの
かを推測したりすることで、人々の行動を理解して手
助けする技術、ロボットを通して親しみのある対話を可
能にし利用者に安心感を与えられるコミュニケーショ
ン技術、これらを実現するための計測技術などの研究
を行っています。

ライフ・サポート
ロボット

2F

おすすめ 今年のおすすめ展示です デモンストレーションを実施いたしますDEMO

R

通行可能エリア
トイレ

エレベーター

電波資源を効率的に活用する低速型自律モビリティシステム
Low-speed Autonomous Mobility System with Efficient Utilization 
of Radio Resources
～話しながら移動できるロボット・車イス～

ロボットサービスのためのプラットフォーム技術の事業化
Commercialization of Robot Service Platform Technology
～ロボットサービスの開発・事業化・運用を効率化できるしくみ～

スマートネットワークロボットによる接客と
サイネージサービス 
Smart Network Robot that can be Programmed by Shop Clerks
～日常環境で，店員がロボットサービスをプログラミングできる仕組みの実現～

ロボットサービスのための人混みシミュレータ
Crowd Simulator for Robot Services 
～人共存環境で活動するロボットのためのHRI行動シミュレーション技術～

遠隔から操作できる子育て支援ロボット
Tele-presence Robot for Interacting with Babies and Toddlers
～遠隔保育で子育て家庭の保育負担軽減を～

意図や欲求に基づく対話ができる
アンドロイドの開発
Development of Autonomous Android that can 
naturally talk with People based on its Intention and Desire

　

脳とロボットで健康支援
Health Support based on Brain Information and Interaction with a Robot
～脳活動に基づく健康支援ロボット～

　

自動運転車の搭乗者（ドライバー）行動分析
Driver Behavior Analysis in Automated Driving Vehicles
～安全と心地よさの両立に向けて～

R

おすすめ

おすすめ

R6 DEMO

R

R8 DEMO

複数データ統合による脳ダイナミクス推定技術
～離れた脳領野間の信号伝達の可視化～

N13
基礎研究 応用研究

脳科学応用に向けた光脳計測技術
～簡便で高解像度な脳活動の可視化～

N14
基礎研究 応用研究
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電波資源を効率的に活用する低速型自律モビリティシステム
～話しながら移動できるロボット・車イス～

R1
基礎研究 応用研究

ロボットサービスのためのプラットフォーム技術の事業化
～ロボットサービスの開発・事業化・運用を効率化できるしくみ～

R2
基礎研究 応用研究

スマートネットワークロボットによる接客とサイネージサービス 
～日常環境で，店員がロボットサービスをプログラミングできる仕組みの実現～

R3
基礎研究 応用研究おすすめ

ロボットサービスのための人混みシミュレータ
～人共存環境で活動するロボットのためのHRI行動シミュレーション技術～

R4
基礎研究 応用研究
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遠隔から操作できる子育て支援ロボット
～遠隔保育で子育て家庭の保育負担軽減を～

R5
基礎研究 応用研究

意図や欲求に基づく対話ができるアンドロイドの開発R6
基礎研究 応用研究おすすめ

脳とロボットで健康支援
～脳活動に基づく健康支援ロボット～

R7
基礎研究 応用研究

自動運転車の搭乗者（ドライバー）行動分析
～安全と心地よさの両立に向けて～

R8
基礎研究 応用研究



W1

W2
DEMOおすすめ

DEMO

おすすめ

W3

W4

W5

適応的な周波数利用による電波資源活用

様々なアプリケーションへの無線の活用

複数周波数帯域の同時利用による
周波数利用効率向上技術
Simultaneous Transmission over Multiple License-Exempt Bands
～貴重な電波資源を無駄なく使う～

５Gに向けた周波数資源発見技術
Frequency Resource Exploration Technique for 5G
～使っていない周波数をお借りします～

５Ｇの屋内環境における性能評価
Performance Evaluation of 5G Indoor Environment
～５Ｇの総合的な実証試験への参画～

狭空間での周波数稠密利用のための
周波数有効利用技術
Small Area Wireless R&D Project
～工場内に混在する多数の無線システムの共存を目指して～

　
ライフログによる健康・医療支援
Effective Use of LifeLog for Healthcare
～うつ病治療の現場でライフログを活用する臨床研究を実施中～
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　ユーザの視点を重視して、快適で安心な生活を提
供する社会基盤としての無線通信、および無線を利用
した先進的アプリケーションの実現を目指していま
す。具体的には、適応的な周波数利用により電波資源
を効率的に活用することで無線通信システムの容量
や伝送速度を改善する技術、様々なアプリケーション
において無線を活用するための技術などについて研
究開発を行っています。

無線通信

おすすめ 今年のおすすめ展示です デモンストレーションを実施いたしますDEMO

W

通行可能エリア
トイレ

エレベーター

W

W2

W3

W5

W4

W1

2F

おすすめ

おすすめ

複数周波数帯域の同時利用による周波数利用効率向上技術
～貴重な電波資源を無駄なく使う～

W1
基礎研究 応用研究おすすめ

５Gに向けた周波数資源発見技術
～使っていない周波数をお借りします～

W2
基礎研究 応用研究おすすめ
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５Ｇの屋内環境における性能評価
～５Ｇの総合的な実証試験への参画～

W3
基礎研究 応用研究

狭空間での周波数稠密利用のための周波数有効利用技術
～工場内に混在する多数の無線システムの共存を目指して～

W4
基礎研究 応用研究

ライフログによる健康・医療支援
～うつ病治療の現場でライフログを活用する臨床研究を実施中～

W5
基礎研究 応用研究
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　持続可能で健康長寿な未来社会の創成を目指し、
生物科学、医科学、数理科学、工学系科学、計算科学
を融合させた分野横断型サイエンスを展開していま
す。生命の根本にある基本的で普遍的な原理をあぶ
りだし、その原理に基づいて、多様な生命のふるまい
を予測・制御し、さらにヒトの疾患を予防・治療するため
の研究開発を行い、将来の「何時でも何処でもライブ
クリニック」という未来社会の実現に貢献します。

生命科学

おすすめ 今年のおすすめ展示です デモンストレーションを実施いたしますDEMO

L

通行可能エリア
トイレ

エレベーター

L1

L2
おすすめ

おすすめ
L3

おすすめ
L4

研究のねらい

生命のからくりを解く基礎技術

ERATO 佐藤ライブ予測制御プロジェクト 
ERATO SATO Live Bio-Forecasting
～次世代診断・予防・先制治療の基礎となる原理のあぶりだし～

　

器官形成時における循環器系の役割の全容解明
Re-evaluating Functional Landscape 
of the Cardiovascular System During Development

多器官･全遺伝子発現パターン地図の作成と解読
Mapping and Decoding Body-wide Gene Expression 
Patterns in Mouse Models of Human Diseases
～各種疾患マウスモデルにおける研究成果～

乳がんが肝臓の概日リズムを撹乱する
Remote Reprogramming of Hepatic Circadian 
Transcriptome by Breast Cancer
～がんが個体に悪影響を与えるしくみ～

LL

L2 L3

L4

L1

2F

おすすめ おすすめ

おすすめ

おすすめ 今年のおすすめ展示です

※生命科学の基礎知識を分かりやすく解説するミニプレゼンテーションを
　行います。

ERATO 佐藤ライブ予測制御プロジェクト 
～次世代診断・予防・先制治療の基礎となる原理のあぶりだし～

L1
基礎研究 応用研究

器官形成時における循環器系の役割の全容解明L2
基礎研究 応用研究おすすめ
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多器官･全遺伝子発現パターン地図の作成と解読
～各種疾患マウスモデルにおける研究成果～

L3
基礎研究 応用研究おすすめ

乳がんが肝臓の概日リズムを撹乱する
～がんが個体に悪影響を与えるしくみ～

L4
基礎研究 応用研究おすすめ



G1

G2

G3

G4

株式会社ATR-Promotions

確かな技術で脳研究を支える 
BAIC Supports Brain Research Through 
High Quality Technology and Skills 
～成果につながるBAICクオリティ～

プライバシーに配慮したセキュリティや
マーケティングへの展開
Privacy Conscious Approach to Security and Marketing
～3D Lidarの応用～ 

センサを用いた生体信号計測の応用
Application of Biosignal Measurement Using Sensor
～疲労やストレスの計測～

データが拓くAIの世界
AI World Enabled by DATA
～ATR音声言語データベースとその利活用～

先駆的・独創的な研究成果に基づく事業開発を、関連会社、けいはんなATRファンド

の支援を受けたベンチャー企業、ライセンス等を通じて積極的に展開し、科学技術

イノベーションによる社会の新たな価値創造を目指しています。

研究へのフィードバック研究成果の事業化

　ATRの研究成果をベースにした製品・サービスの商
品化・販売を目的として設立した様々な事業会社は、
ATRグループにおける事業化の核として着実に成果
を挙げています。

関連会社

おすすめ DEMO今年のおすすめ展示です デモンストレーションを実施いたします
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GF

DEMO

DEMO

DEMO

DEMO

ATRの研究成果展開を目的とし、特許情報提供、許諾業務、ATR技術を用
いた製品開発販売及び脳研究支援事業を行なっています。
今回はATR音声・言語コーパスの活用事例、生体信号計測、3D Lidarを用
いたセンシング、最新の技術で先端研究を支える脳活動イメージングセン
タのサービスについて、紹介いたします。

G6

株式会社ATR-Trek

音声認識・翻訳によるコミュニケーション支援
Supporting Human Communication with Speech 
Translation Technology
～音声認識・機械翻訳技術～

ATRの音声技術と㈱フュートレックのソフトウェア開発技術を融合し、携帯
電話等への音声技術・翻訳・合成技術展開を目的として2007年に設立さ
れ、携帯電話用音声翻訳アプリ「しゃべって翻訳」等のサービスを提供して
います。今回は音声認識・翻訳を用いたコミュニケーション支援の応用例を
ご紹介いたします。

G5

ATR Learning Technology株式会社

Let’s ATR CALL
Let's learn English on ATR CALL system：
Pronounce and memorize
～声をだしながら英語の勉強をしよう！～

ATRにおける外国語音声学習研究の成果を利用して英語学習支援システム
「ATR CALL」を開発、音声にフォーカスした学習方法や発音を採点する発
音評定技術が特徴です。充実した教材コースを備える「ATR CALL BRIX」
をはじめ、ATRの音声技術を駆使した様々なソフトをご紹介いたします。

G関連会社G関連会社

事業サポート事業サポート
Cライセンス
パートナー企業

など

Cライセンス
パートナー企業

など

Fベンチャー企業
～けいはんなATRファンド～
Fベンチャー企業
～けいはんなATRファンド～
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確かな技術で脳研究を支える 
～成果につながるBAICクオリティ～

G1
おすすめ

プライバシーに配慮したセキュリティやマーケティングへの展開
～3D Lidarの応用～ 

G2

センサを用いた生体信号計測の応用
～疲労やストレスの計測～

G3

データが拓くAIの世界
～ATR音声言語データベースとその利活用～

G4
おすすめ



F1

F2

F3

F4

F5

F6

株式会社テレノイド計画
～テレノイドケアによる介護施設向けサービス～

ブルーイノベーション株式会社
～UNR-PFを活用したドローンのための
複数遠隔制御システムの構築～

ユカイ工学株式会社
～興味を引き付ける個性を持ったロボット～

株式会社フィット・サッカーロボ株式会社
～キャディーの無人化・自律型ゴルフロボットの開発～

スプリームシステム株式会社
～センサ技術を利用した動線追跡ツール
「Ｍｏｐｔａｒ」（モプター）～

アイディア株式会社
～IoTとAIで実現する船舶の航行支援システムの開発～

株式会社ATR-Incubator
～ATR研究成果を活用した事業の創出を加速する支援機能を提供～

Smart Finder
～大規模屋内施設におけるスマートデバイス追尾システム～

英語カラオケ技術の事業化
～カラオケで歌いながら、英語の学習をしよう～

災害時用メッシュ無線通信機の試作
～Thinktube社とATRのコラボによる新たな価値創造～

ニューロコンサルティング
～脳を介した感性評価にもとづく商品開発支援サービスの事業化～

DEMO

DEMO

DEMO

DEMO

DEMO

F7

F7-1

F7-2

F7-3

F7-4

　2015年に創設された「けいはんなＡＴＲファン
ド」によるベンチャー企業への出資、設立サポートを
通してＡＴＲ研究成果の事業化を積極的に推進して
います。
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1F
*けいはんな学研都市ATRベンチャーNVCC投資事業有限責任組合

日本ベンチャーキャピタル
株式会社

株式会社
産業革新機構

事業会社
金融機関

けいはんなATRファンド

ベンチャー企業

（無限責任組合員） （有限責任組合員）

運営 出資 分配 投資対象認定

ライセンス料等 事業化支援

情報

連携

投資 回収

喫茶
食堂

FF

NVCC

の詳細はP47をご覧ください。
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F7-2 DEMO

FF FF

Let’s ATR CALL
～声をだしながら英語の勉強をしよう！～

G5

音声認識・翻訳によるコミュニケーション支援
～音声認識・機械翻訳技術～

G6

高床式砂栽培農業施設を活用した「シェアリング農業」の実証事業
～高齢者や女性の地域雇用創出を目指して～
※展示は2FのC会場で行います。

おすすめ DEMO今年のおすすめ展示です デモンストレーションを実施いたします
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株式会社テレノイド計画
～テレノイドケアによる介護施設向けサービス～

F1
おすすめ

ブルーイノベーション株式会社
～UNR-PFを活用したドローンのための複数遠隔制御システムの構築～

F2

ユカイ工学株式会社
～興味を引き付ける個性を持ったロボット～

F3

株式会社フィット・サッカーロボ株式会社
～キャディーの無人化・自律型ゴルフロボットの開発～

F4
おすすめ
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スプリームシステム株式会社
～センサ技術を利用した動線追跡ツール「Ｍｏｐｔａｒ」（モプター）～

F5
おすすめ

アイディア株式会社
～IoTとAIで実現する船舶の航行支援システムの開発～

F6
おすすめ

株式会社ATR-Incubator
～ATR研究成果を活用した事業の創出を加速する支援機能を提供～

F7

Smart Finder
～大規模屋内施設におけるスマートデバイス追尾システム～

F7-1
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英語カラオケ技術の事業化
～カラオケで歌いながら、英語の学習をしよう～

F7-2
おすすめ

災害時用メッシュ無線通信機の試作
～Thinktube社とATRのコラボによる新たな価値創造～

F7-3

ニューロコンサルティング
～脳を介した感性評価にもとづく商品開発支援サービスの事業化～

F7-4

高床式砂栽培農業施設を活用した「シェアリング農業」の実証事業
～高齢者や女性の地域雇用創出を目指して～



2F

CC

　会社設立以来のATRの研究成果を基にした特許等
の知的財産のライセンス等により、ATR関連会社以
外の企業を通じた商品化に寄与するとともに、異分野
の外部機関との積極的な連携体制を構築し、今日の
様々な社会的課題の解決に向けた取り組みを進めて
います。

パートナー企業
など

デモンストレーションを実施いたしますDEMO

C

※②と③の展示は1FのF会場で行います。

通行可能エリア
トイレ

エレベーター

DEMO

DEMO

DEMO

DEMO

DEMO
⑤ 株式会社グリーンファーム
高床式砂栽培農法を用いた軽労化農業の普及と、農業と福祉を連携さ
せる農福連携の実現を目的として2010年に設立した農業法人です。
ATRの豊富な研究開発実績と弊社の高床式砂栽培技術を融合させ
た、人や環境に優しい農業に取り組んでいます。
今回は高床式砂栽培農法の特徴や、事例を交えた普及取組みについ
て紹介します。

⑥ 一般社団法人日本砂栽培協会
土の代わりに砂を用いて野菜や果物を育てる砂栽培法の普及を目指
しています。力が要らず砂は入れ替えが不要で、人と環境にやさしい栽
培法です。普及に向け、砂栽培士の資格認定事業、人材育成や資格取
得を促進するための栽培技術に関する講義や実習の実施、各地の砂の
栽培適正認定事業などを行っています。また、多種多様な植物を栽培
でき手軽に育てる楽しみを味わえる特長を活かし、個人向けに「砂栽培
クラブ『さらGarden』を運営しています。

⑦ シナジーマーケティング株式会社
弊社は、CRMを軸にしたサービスをクラウドで展開するIT企業で、そ
れぞれの人の価値観に合わせたきめ細やかなマーケティングを提唱し
ています。弊社けいはんな研究センターでは、人の性格や価値観を軸
にしたコミュニケーションに関する研究を行っています。価値観の傾向
が違うことで、使用言語や行動パターンが違ったりします。本イベント
では、チャットをしながら人の価値観のタイプを判定するデモシステム
を展示し、「価値観コミュニケーション」研究の説明をする予定です。

① 株式会社エーアイ
株式会社エーアイは、ATRで研究開発された「コーパスベース音声合
成」技術を元に、独自の日本語自由文音声合成エンジン「AITalk（R）」
シリーズの開発・販売を行っております。開発・セールス・サポートを一
貫して自社で行うことで、サポートやカスタマイズへの迅速な対応が
可能です。最大の特徴は、短時間の収録で肉声に近い自然な音声が再
現できるところです。用途に応じた多数の製品を提供しており、機器組
込～エンタメまで、様々な用途に応用されています。本年度は、各種製
品の紹介と、現在開発中の深層学習を用いた感情合成音声の生成技
術について展示しております。

② 日本ベンチャーキャピタル株式会社
1996年の設立以来「アーリーステージ」と「技術型ベンチャー」に重点
的に投資してきました。2003年よりアカデミアファンドの取り組みを本
格化、大阪大学・京都大学・同志社大学・名古屋大学などの大学ファンドを
運用してきました。2015年2月に「けいはんなATRファンド〔47億円〕」
を設立、これまでテレノイド計画（テレノイド）、ブルーイノベーション
（UNR-PF）、ユカイ工学（音環境知能）、フィット（ロボット開発）、スプリー
ムシステム（ATRacker）、アイディア（UNR-PF）に投資しています。
※カッコ内は連携するＡＴＲの技術シーズ・知財・製品・ノウハウ

④ 東レ建設株式会社
「総合建設事業」（ゼネコン）と「総合不動産開発事業」（ディベロッ
パー）を手掛ける東レ株式会社のグループ会社です。日本の抱える諸
課題解決に農業を核にして取り組もうと「誰でもできる」「どこでもで
きる」を目指した“高床式砂栽培農業施設”「トレファーム®」事業を展
開しています。本年ＡＴＲ敷地内に自社農園を開設しIoTを活用した
「新たな農業のカタチ」の実現に向け、ATRと共にプロジェクトを進行
中です。
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③ 一般社団法人日本ＵＡＳ産業振興協議会
一般社団法人日本UAS産業振興協議会（JUIDA）は、日本の無人航空
機（ドローン）の新たな産業・市場の創造支援と産業の健全な発展への
貢献を目的として、2014年7月に設立いたしました。無人航空機の民
生分野における積極的な利活用を推進するとともに、無人航空機の応
用技術の研究開発、安全ガイドラインの策定、人材育成、国際連携、地方
創生活動などを中立の立場で行っています。2015年10月には、日本
ではじめて、無人航空機の操縦士および安全運航管理者養成スクール
の認定制度をスタートし、スクール数は、全国で100箇所以上に広がっ
ています。展示では、認定スクールの概要を中心にご紹介いたします。

GF

CC

アグリ
④⑤⑥

①⑦

① 株式会社エーアイ

② 日本ベンチャーキャピタル株式会社

③ 一般社団法人日本ＵＡＳ産業振興協議会

④ 東レ建設株式会社

⑤ 株式会社グリーンファーム

⑥ 一般社団法人日本砂栽培協会

⑦ シナジーマーケティング株式会社

DEMO

DEMO

DEMO

DEMO

DEMO

⑦ シナジーマーケティング株式会社
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